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◆設立に至るまで 

関西ねじ協同組合は、平成 14年 10月、関西のねじ製造団体５組合（西部製線鋲螺工

業協同組合・大阪鋲螺工業組合・近畿精密ネジ工業協同組合・日本ナット工業組合・

大阪磨ナット工業協同組合）は、ねじ業界の発展、競合国との競争並びに日本の経済

情勢等に鑑み、五組合が合併し事業を効率的に進める事で効果的な活動の充実に繋が

る旨結論に達し、組合員 140社、賛助会員 47社の規模でスタートいたしました。 関

西における我がねじ業界の歴史を鑑みるとき、それぞれが実に立派に、営々と５０数

年の歴史を刻んでこられました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆5組合合併の営み  

平成 14年 3月 27日 合併の基本協定書 締結 

西部製線鋲螺工業協同   (組合員数 72社)  

大阪鋲螺工業協同組合   (組合員数 24社) 

近畿精密ネジ工業協同組合 (組合員数 32社) 

日本ナット工業協同組合  (組合員数 31社) 

大阪磨ナット工業協同組合 (組合員数 18社) 

 

 

～ 設立総会に臨む役員一同 ～ 
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平成１１年１月

②大阪鋲螺工業

協同組合

④日本ナット

工業組合

⑥兵庫県鋲螺釘工

業協同組合

◆関西ねじ協同組合設立までの流れ

この会議の盛況振りがきっかけとなり、組合統合へ向け始動した。

協調路線の確立とねじ製造業全体の活性化を課題として関西の６団体で構成された「関西

ねじ活性化会議」が開催された。

①西部製線鋲螺工

業協同組合

⑤大阪磨ナット工業

協同組合

③近畿精密ネジ工

業協同組合

平成13年12月 合併準備委員会設立（５団体）

①西部製線鋲螺

工業協同組合

④日本ナット

工業組合
③近畿精密ネジ工

業協同組合

②大阪鋲螺工

業協同組合

関西ねじ活性化会議の開催（６団体協賛）

平成14年3月

平成14年11月

合併基本協定書を締結（５団体）

合併に賛同する①～⑤の５団体へ向け、具体的な取り

決めと、各団体理事会における承認などを取り付ける。

西部製線鋲螺工業

協同組合（合併認可）

まず、２団体が合併し、

西部製線鋲螺工業協同組合となった。

平成14年11月 関西ねじ協同組合の誕生（名称変更認可）

西部製線鋲螺工業協同組合は関西ねじ協

同組合へと名称変更した。

設立総会と同時に③と④の２団体は

解散手続きをとり、両組合の組合員が
関西ねじ(協)に合流した。
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２００２年（平成１４年） 

 

この年、わが業界では関西におけるねじ関連の５団体（大阪鋲螺工業協同組合・近畿精密工

業協同組合・西部製線鋲螺工業協同組合・日本ナット工業協同組合・大阪磨ナット工業協同

組合）が統廃合し、平成１４年１０月１日『関西ねじ協同組合』設立総会を経て、初代理事

長田島祥一氏を長に新生団体がスタートしました。 前身の５団体から選りすぐりのリーダ

ーが組織中枢を固め『改革と発展』をスローガンに研究開発・広報・福利厚生・経営革新・

総務・海外情報・交流促進の７委員会が設置されました。 これら各委員会の活動は、次年

度から本格始動する下地作りとして、会合を中心に活発な取組みがなされました。組合活動

の概要は以下の通りです。 

 

＊平成１４年１０月１日設立総会・記念講演会 

「思いはかなう。これが日本人の底力だ」 

講師 NHK チーフプロデューサー今井彰氏 

＊研究開発委員会 [委員長 豊田正喜] 

①技術者の募集 ②研究テーマの選定  

③研究テーマごとのグループ会合を実施 

＊海外情報委員会 [委員長 池田裕之] 

海外産業の情報収集を目的として委員会を発足、 

第一回会合を実施 

＊交流促進委員会 [委員長 木本寿夫] 

会員間の交流を促す目的で委員会を発足、第一回 

会合を実施 

＊広報委員会 [委員長 中谷格] 

組合の情報発信を目的として委員会を発足、年三 

回の会合を実施し機関紙『結・創刊号』を発刊 

 

 

 

 

 

＊福利厚生委員会 [委員長 久保清一] 

会員企業従業員を対象に福利厚生の充実を図

る目的で委員会を発足、年二回の会合を実施 

第一回親睦ボウリング大会を実施 

参加者：５１チーム １５３名 

優 勝：丸エム製作所 A チーム 

＊経営革新委員会 [委員長 北井啓之] 

「IT＆人材育成」を目的に委員会を発足、２

班での活動を開始。年３回の会合を実施。 

IT 講演会の実施 

「NC ネットワークの創業逸話」 

「インターネットを活用した経営革新の方向性」 

講師：NC ネットワーク代表取締役内村康雄氏 

＊総務委員会 [委員長 勝亦良彰] 

年２回の理事会の実施 

 

＊会員数：正会員１３８社 賛助会員４７社 

 

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

1/1ユーロ流通開始 1/29ブッシュ大統領悪の枢軸発言  2/8ソルトレイ

クシテイ冬季オリンピック 4/1ゆとり教育（学校５日制）の開始  

5/28経団連と日経連が統合し日本経団連が発足 7/9ＡＵ（アフリカ連合）

発足 9/17小泉首相が北朝鮮を訪問・同国は拉致問題を認める  

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：４７７兆９１４９億円  

経済成長率（対前年比）１．１%成長 日本の完全失業率：年平均５．４％ 

ねじ生産重量 ２５３万トン（対前年比１０１.０％） 

ねじ生産金額 ６，２９２億円（対前年比１００．０％） 

年 の 漢 字 ： 帰 拉致被害者が帰る・景気回復で帰る・歌謡曲リバイバルヒットで昔に帰る 
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２００３年（平成１５年） 

 

平成１５年度は自動車、工作機械、デジタル家電、IT 関連の業界から景気回復はじまり、円

高基調にもかかわらず輸出はアジア、中国を中心に大幅な成長を遂げました。 ねじ業界で

は生産量、生産金額は増加となりましたが、数次に亘る材料価格の引上げが行われ、業界が

結束して対処すべき重要な問題となりました。 このような世情に対し、当組合では既存７

委員会に加え雇用管理全般を改善する『人材確保推進事業』を厚生労働省の助成金採択を受

け３カ年計画５委員会の構成で開始しました。 さらに会員啓発プロジェクトを新設、組合

員全員が事業へ参加することで業界の結束意識を高め、体質強化を図る啓蒙活動として実施

しました。主な組合活動は以下の通りです。 

 

＊研究開発委員会 

①難加工材グループ [グループ長 粉室各伸] 

難加工に関する講演等の実施  

「ステンレス・チタン材の圧造・切削加工上の

特性に付いて」講師 大同特殊鋼㈱ 長島友孝氏 

工場見学会の実施 

見学先：旭サナック㈱・㈱三明製作所 

②表面処理グループ [グループ長 北井敬人] 

湿潤繰返試験・塩水噴霧促進試験・屋外暴露試

験の実施とデータ収集 

③環境問題グループ [グループ長 矢島隆] 

ISO に関する講演会の実施 

「ISO14001 の規格概要と最近の動向」日本品

質保証機構 佐藤幸広氏 ほか 

＊人材確保検討委員会 

①第一委員会 [委員長 松元収] 

人事制度の講演会及びアンケート調査の実施 

「今なぜ人事改革なのか」 

講師 日本総合研究所 河崎英二氏ほか 

 

②第二委員会 [委員長 夏原和哉] 

IT 研修会の実施「パソコンの基礎・Excel 初級・

HP 基本作成・Excel 上級」など 

③第三委員会 [委員長 箕村理] 

大卒採用支援と企業プレゼンの講座開催など 

④第四委員会 [委員長 平田政弘] 

経営者セミナーの実施 

「心の夜明け・激動時代のリーダーの条件」 

日本メンタルヘルス協会 衛藤信之 氏 ほか 

⑤第五委員会 [委員長 矢野佳彦] 

３S 活動モデル㈱山田製作所の見学会実施 

＊福利厚生委員会 

日帰りグルメツアーの実施 

天橋立温泉ホテル北野屋 １４９名（バス３台） 

＊会員交流委員会 

泉が丘カントリークラブ/ザ・パークヒルズゴ 

ルフクラブ コンペ２回開催 

 

＊会員数：正会員１３７社 賛助会員４６社

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

1/29朝青竜モンゴル人初の横綱昇進 2/24北朝鮮が日本海にミサイル発射 

3/3大和とあさひが合併りそな銀行誕生 3/19イラク戦争開戦 5/9小惑星

探査機はやぶさ打上 8/25住民基本台帳ネットワークシステム開始  

9/26十勝沖地震 10/1東海道新幹線『品川駅』開業  

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：４８５兆９６８３億円 

経済成長率（対前年比）１．０２%成長 日本の完全失業率：年平均５．２％ 

ねじ生産重量 ２６１万トン（対前年比１０２．９％） 

ねじ生産金額 ６，４７９億円（対前年比１０３.０％） 

年の漢字：虎 タイガースのリーグ優勝・虎の尾をふむイラク派遣問題 
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２００４年（平成１６年） 

 

平成１６年、国内経済の回復傾向はその成長をやや緩やかにし、９月に入り原油先物相場で

１バーレル５０ドルを超える高値を記録、市場価格が国民生活にダイレクトな影響を与える

一年となりました。 球界ではソフトバンクホークスや楽天イーグルスが誕生し、年末には

ゲーム産業からニンテンドウ DS、プレイステーションポータブルなどの発売に湧き、IT 産

業が日本経済の機軸として一端を担うようになりました。 当組合では新たに賛助会員で構

成する『賛助会分科会』、未来を担う二世会『K-2』が誕生し組合活動を更に活気付けるもの

となり、同年の年間活動日数は１１０日を越え、３日に１度は何らかの事業が行われるとい

う盛況を博しました。組合の活動概要は以下の通りです。          

 

＊研究開発委員会 

研究テーマの継続実施と成果報告会の開催 

「ISO 共同構築の取組みまでの歩み」 

金剛鋲螺㈱横山邦夫氏、表面処理 Gｒ：北井氏、 

難加工材 Gr：粉室氏らが報告実施 

マグネシウム合金に関する講演会の実施 

「Mｇ合金の特性と冷間加工用 MgLi 合金開発」 

講師 大阪府立大学 辻川正人助教授 

その他難加工材・表面処理・環境問題の活動詳 

細は｢委員会の歴史｣でもご確認下さい。 

＊海外情報委員会 

米国国際ファスナーショウへ視察団派遣の実施 

USA：ラスベガスパリスホテル 

セミナー「ファスナー品質保証」「中国の衝撃」 

＊福利厚生委員会 

親睦ボウリング大会の実施 

場所：ロードボウル 参加：５２チーム１５６名 

日帰りグルメツアーの実施 

長島温泉「ホテル花水木」１３０名（バス３台） 

 

＊会員交流委員会 

太子カントリークラブ / 花吉野カンツリー倶

楽部でコンペ開催 

＊広報委員会 

機関紙「結」５号・６号・７号の発行 

＊総務委員会 

年６回の理事会の開催、総会（ヒルトンホテル）

及び新年互礼会（スイスホテル南海）を開催 

＊人材確保検討委員会 

①第一委員会：人事評価制度の研究及びアンケ

ートを実施し報告書を作成・配布。 

②第二委員会：教育訓練の PC 教室・Excel 教

室・研修会等を実施。 

③第三委員会：採用活動に関する講座の開催及

び近隣大学就職説明会等へ参画を実施 

④第四委員会：経営者セミナー等の実施 

「部下の心を揺さぶる行動させるリーダーとは」 

講師 ㈱カワイプロ河合登代子氏ほか 

＊会員数：正会員１３０社 賛助会員４９社 

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

1/12山口から鳥インフルエンザの発生 4月政治家の年金未納問題が相次ぐ 

8/13アテネ五輪開幕 8/13沖縄国際大学に米軍ヘリ墜落 10/23新潟県中

越地震発生 11/1日本の新紙幣発行 11/2東北楽天イーグルスの誕生 

12/26スマトラ島沖地震 M9.3発生 

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：４９７兆４４０７億円 

経済成長率（対前年比）１．０２%成長 日本の完全失業率：年平均４．７％ 

ねじ生産重量 ２８２万トン（対前年比１０８．２％） 

ねじ生産金額 ７，０２３億円（対前年比１０８.４％） 

年の漢字：災 台風・地震・豪雨・猛暑を経験・イラク人質殺害など 
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２００５年（平成１７年） 

 

平成１７年、日本国内は好景気が本格的に推移され、ねじ業界もその波及により実質成長の

年となりました。また、数次に亘る原材料価格の値上げに対し製品への価格転嫁が容認され

るなど大きな成果を齎した年と言えます。 当組合では、平成１４年に開始した研究開発委

員会表面処理 GR の研究テーマ「金属腐食の加速試験方法及びその方法による腐食寿命予測

方法」（※後の FCK 法）が特許申請するに至り、さらに、厚生労働省助成金の採択を受け業

界人事制度の確立に取組んだ人材確保推進事業は３年間の纏めとして成果報告を発刊しまし

た。これは同省交流大会において大阪代表として認められ等組合の活動が活発顕著である証

となりました。組合の活動概要は以下の通りです。 

 

＊研究開発委員会 

①難加工材：超鉄鋼関する講演会及び技術講 

座の開催「超鉄鋼の優れた強度・成形性バラン 

スと応用」講師 物質材料研究機構 鳥塚史郎氏 

②表面処理：屋外暴露試験と加速の寿命相関 

図作成に取組み、同件を特許出願 

③環境問題：ISO１４００１に関する講習会等 

の実施 「廃棄物とコストを削減する”グリー 

ン購入”」講師 グリーン購入ネットワーク 深 

津学治氏ほか 

＊海外情報委員会 

ベトナムへ視察団派遣（２６名）を実施 

ベトナム国際工業展・タカコベトナム・㈱ダイ 

ロックハノイ工場ほか視察 

＊福利厚生委員会 

親睦ボウリング大会の実施 

場所：ロードボウル 参加：５２チーム１５６名 

日帰りグルメツアーの開催 

奥伊根温泉「油屋」１３５名（バス３台） 

 

＊会員交流委員会 

太平洋クラブ六甲コース / 秋津原ゴルフクラ

ブでコンペを開催 

＊広報委員会 

機関紙「結」８号・９号・１０号の発行 

＊総務委員会 

年６回の理事会、総会（ホテル日航大阪）を開

催、新年互礼会を大阪鋲螺卸商（協）と共同開

催（ヴィアーレ大阪） 

＊人材確保検討委員会 

中小企業人材確保推進事業報告書（全６６P）

の作成と配布、横浜国際平和会議場の交流大会

で大阪代表として事例発表を行う。 

第一から第五委員会では人事制度、教育訓練、

大卒採用支援などの研究、人事に関する経営者

向けセミナーなど実施 

「考え方がその人の人生を決める」 

講師 クロデザインスタジオ 黒田クロ氏ほか 

＊会員数：正会員１２９社 賛助会員５１社 

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

2/16京都議定書の発効 2/28長野冬季オリンピック開幕 3/25愛知万博

（愛・地球博）が開幕 4/25JR福知山線脱線事故 7/26日本人飛行士野口

氏を乗せディスカバリー打上 8/26ハリケーン「カトリーナ」がフロリダで

猛威 

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：５０３兆９２１０億円 

経済成長率（対前年比）１．０１%成長 日本の完全失業率：年平均４．４％ 

ねじ生産重量 ２９６万トン（対前年比１０４．９％） 

ねじ生産金額 ７，６５９億円（対前年比１０９.０％） 

年の漢字：愛 紀宮様ご成婚・愛地球博・各界で「愛ちゃん」活躍 
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２００６年（平成１８年） 

 

平成１８年、国内経済は円安による輸出産業の好業績が景気をけん引し、バブル経済以前の

景気拡大と産業界では５年連続の増加基調が報告されました。 国内情勢に目を向けると、

同年１月に発覚したライブドアの証券取引法違反での摘発、大手損害保険会社による保険金

不払い問題が発覚し世間を賑わせました。 当組合では、前年で終結した人材確保推進事業

の流れをうけ「人材開発委員会」を設置、引き続き IT 講習会や工場見学会、大卒採用の支援

事業として近隣大学と情報交換会など人材教育に貢献する活動を行いました。また、組合増

強のための会員開発プロジェクトを立ち上げ、正会員８社、賛助会員９社の新規加入者を迎

かえました。ほか活動概要は以下の通りです。 

 

＊研究開発委員会 [委員長 藤原廣二] 

①難加工材：定例会合及び潤滑処理に関する講 

演会の実施「材料の潤滑処理に関する講演」 

講師 総合技術研究所 小見山 忍氏 

②表面処理：定例会合の実施、日本ねじ研究協 

会発行機関紙に特許出願中の「建築用ねじの腐 

食寿命予測と試験方法」を寄稿 

③環境問題：ISO１４００１内部監査に関する 

講演会等の実施  

＊人材開発委員会 [委員長 中江良一] 

近隣大学との情報交換会の実施 

参加４１企業 １３大学 

管理者対象研修会の実施｢改善活動が本当の仕 

事｣ 講師 テクニカルサポート 仙田良二氏 

工場見学会｢鍋屋バイテック（岐阜県）｣を実施 

ほか IT 講習会、資格制度の検討など実施 

＊海外情報委員会 [委員長 西泰宏] 

チェコ・ドイツへ視察団派遣（１４名）実施 

自動車大手４社ほかフックス社など視察 

 

＊福利厚生委員会 [委員長 夏原和哉] 

親睦ボウリング大会の実施 

場所：ロードボウル参加：４９チーム１４７名 

日帰りグルメツアーの開催 

南淡路旅行旅館「うめ丸」１２９名（バス３台） 

＊会員交流委員会 [委員長 木村繁雄] 

聖丘カントリークラブ / 城陽カントリークラ

ブでコンペ開催 

＊広報委員会 [委員長 今井敏雄] 

機関紙｢結｣１１号・１２号発行 

＊総務委員会 [委員長 箕村理] 

理事会の定期開催、総会（ホテル日航大阪）と

新年互礼会（ホテルニューオータニ）の実施 

＊営業政策プロジェクト [委員長 池田栄治] 

大阪鋲螺卸商（協）と共催セミナーの実施 

「地球環境有害物質規制の最新情報」 

講師 日東精工㈱ 稲津巧巳氏 

後継者問題に関す講演会の開催  ほか 

＊会員数：正会員１３７社 賛助会員６０社 

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

1/23ライブドア堀江社長が証券取引法違反で逮捕 4/28拉致被害者家族が

米国ホワイトハウスで演説 6/9FIFAワールドカップドイツ大会開幕 9/19

タイ軍事クーデター勃発 9/20安倍晋三内閣発足 12/30サッダーム・フセ

イン元イラク大統領死刑執行 

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：５１２兆４５１９億円 

経済成長率（対前年比）１．０２%成長 日本の完全失業率：年平均４．１％ 

ねじ生産重量 ３１２万トン（対前年比１０５．４％） 

ねじ生産金額 ８，３９８億円（対前年比１０８.６％） 

年の漢字：命 悠仁様ご誕生・いじめによる自殺、虐待、飲酒運転事故などが多発する 
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２００７年（平成１９年） 

 

平成１９年は前年の米国住宅バブル崩壊に伴うサブプライム住宅ローン問題が発した世界的

な金融不信・ドル安の加速が起こり、原油市場では価格高騰を起すなど景況落下の年となり

ました。 国内では建築物の耐震偽装事件が相次いで発覚し、これに伴う建築基準法の改定

から住宅着工件数が激減するなど、住宅業界やその周辺業界に大きな影響を与え、基幹産業

が国内外から打撃を受けた年でした。 ねじ業界においては安定成長が続いた景況は陰りを

残し、世界情勢を見据えた経営方針や対策が肝要とされました。 そのようななか、当組合

では研究事業が大阪府地場産業等活性化補助金の採択をうけ、益々大きなプロジェクトに展

開しています。そのほか組合事業の概要は以下の通りです。 

 

＊研究開発委員会 

①表面処理：定例会合の実施、（社）表面技術 

協会で腐食寿命予測と試験方法を発表、日本工 

業出版発行「建築設備と配管工事」へ研究内容 

を寄稿 

②環境問題：ISO１４００１環境内部監査員講 

習会を実施 講師 日産ネジ㈱ 川端氏 ほか 

＊人材開発委員会 

人材採用セミナーの開催「アルバイト・派遣 

中途新卒採用について」 

講師 リクルートキャリア 森山典子氏 

工場見学会「枚岡合金工具」の実施 

経営者向け講習会の実施「管理会計手法による 

原価計算」講師 櫻井道裕氏 

ほか IT・技能講習会の実施、資格制度の検討 

を実施 

＊海外情報委員会 

アメリカ合衆国へ視察団派遣（１２名）を実施 

米国トヨタ・マサチューセッツ工科大など視察 

 

＊福利厚生委員会 

親睦ボウリング大会の実施 

場所：桜橋ボウル 参加：５２チーム１５５名 

日帰りグルメツアーの開催 

若狭「ホテルせくみ屋」１３１名（バス３台） 

＊会員交流委員会 

ゴルフクラブ四条畷で年２回コンペを開催 

＊広報委員会 

機関紙「結」１３号・１４号発行 

＊総務委員会 

理事会、総会（ホテル日航大阪）開催 

新年互礼会を大阪鋲螺卸商（協）と共同開催 

（ヴィアーレ大阪） 

＊会員開発プロジェクト [委員長 池田裕之] 

 新規加入者の斡旋（１３社新規加入実績） 

＊賛助会分科会 [会長 田中良典] 

年末情報交換パーテイの開催と㈱神戸製鋼所

加古川製鉄所の見学会を実施 ほか 

＊会員数：正会員１３６社 賛助会員７３社 

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

1/9防衛庁が防衛省に 3/1国際線全線で液体の機内持込が禁止 4/16米国

バージニア工科大学銃乱射事件発生 5/28政治家献金問題「政治とカネ」で

現役大臣が自殺 7/29参議院議員選挙で民主党が第一党に 9/26福田康夫

内閣発足 10/1郵政民営化による発足式開催 H19年：世界食糧価格危機年 

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：５２３兆６８５８億円 

経済成長率（対前年比）１．０２%成長 日本の完全失業率：年平均３．８％ 

ねじ生産重量 ３３３万トン（対前年比１０６．７％） 

ねじ生産金額 ９，０００億円越（対前年比１０８.２％） 

年の漢字：偽 相次ぐ食品偽装・年金記録が偽り・耐震偽装・老舗料亭で消費期限偽造 
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２００８年（平成２０年） 

 

平成２０年は米国投資銀行であるリーマンブラザーズが９月１５日、負債総額６４兆円とい

う史上最大の倒産劇を起し世界的金融危機（世界同時不況）を引き起しました。後半に入り

市場株価は大暴落し経済の乱高下を経験する一年となりました。 ねじ業界では平成１４年

から続いた好景気は途絶え、自動車業界をかわきりに受注減少、生産調整が開始されました。 

当組合では理事長に箕村理氏を向かえ新体制が発足、業界全体の基盤強化を運営方針として

掲げられ、ねじ産業の地位向上を目指す「ねじ産業未来開発プロジェクト」、ねじ技能検定制

度を構築する「資格制度研究会」を新設、新たな体制での事業が開始されました。組合の主

な事業概要は以下の通りです。 

 

＊研究開発委員会 

表面処理グループ定例会合の実施、（社）大気 

環境学会で活動成果発表会を開催 

会員向け活動報告会を産業創造館で実施 

＊人材開発委員会 

近隣大学との情報交換会実施 

参加３７企業 １２大学 

女子社員むけ講習会の実施「できる社員のビ 

ジネスマナー」講師 矢野沙基 

経営者向け研修会の実施「大不況の羅針盤」 

講師 ㈱エムアンドエム 平佐聡典氏 

そのほか IT 講習会・技能講習会などの実施 

＊海外情報委員会 

イタリアへ視察団派遣（１７名）の実施 

アグレッティ社など視察 

＊福利厚生委員会 

親睦ボウリング大会の実施 

場所：桜橋ボウル 参加：５２チーム１５１名 

日帰りグルメツアーの開催 

 

滋賀石山寺「ニューびわこ健康サマーランド」 

１０４名（バス３台） 

＊会員交流委員会 

ゴルフクラブ四条畷 / 泉が丘カントリークラ

ブ / パインレイクカントリ―クラブで開催 

＊広報委員会 ［委員長 樫本宏志］ 

機関紙「結」１５号・１６号の発行 

＊総務委員会 ［委員長 池田裕之］ 

理事会の定期開催、総会（ホテル日航大阪）、 

新年互礼会（シテイプラザ大阪）の開催 

＊ねじ産業未来開発 PRJ [委員長 田島祥一] 

K２・OS 会対象の意見交換会を実施 

＊資格制度研究会 [委員長 北尾八三一] 

構成メンバーの募集と組織体制、検定試験用教

本作成を開始 

＊IT 活用研究会 [委員長 勝亦良彰] 

組合 HP を活用した広報を実施 

＊特記：初代理事長田島祥一氏 藍綬褒章受章 

＊会員数：正会員１３４社 賛助会員７１社 

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

1/30中国から輸入した冷凍餃子に有毒物質混入 5/7ロシア連邦「双頭の鷲」

大統領メドヴェージェフ、ウラジミール・プーチン首相就任 8/8北京オリ

ンピック開幕 9/24麻生内閣発足 10/1松下電器産業が社名をパナソニッ

クに変更 11/4米国大統領に黒人初のバラク・オバマが当選 

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：５１８兆２３０９億円 

経済成長率（対前年比）０．９９%成長 日本の完全失業率：年平均３．９％ 

ねじ生産重量 ３２０万トン（対前年比３．８％減） 

ねじ生産金額 ８，９８０億円（対前年比０．３％減） 

年の漢字：変 政界トップの変化・金融情勢の変化・物価上昇で生活の変化・異常気象 
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２００９年（平成２１年） 

 

平成２１年は世界各国の中央（準備）銀行が金利引下げを敢行し、産業界は金融不信の影響

で生産調整・人員削減、・経営の統配合など対策断行が余議なくなされた年となりました。 ね

じ関連産業全体に「１００年に一度の大不況」と言われ、各社雇用調整助成金など活用し会

社存続、従業員の維持に奮起する年となりました。「勝組・負組」と言葉が流行ったのも同年

の特徴と言えます。 当組合では未来開発プロジェクトが（社）日本ねじ工業協会と協賛で

機械要素技術展に業界ブース出展（ＰＲ）を行い、また、２０１４年に迎え六角ボルトナッ

ト JIS 原案改正に対し兵庫県鋲螺釘、関東鋲螺釘の２団体と協調して業界意見の集約を図る

活動に着手しました。組合の主な事業概要は以下の通りです。 

 

＊研究開発委員会 

表面処理グループ定例会合の実施、（社）日本 

防錆技術協会管理士会で活動成果報告を開催 

＊人材開発委員会 ［委員長 豊田裕司］ 

技術講習会実施「非破壊検査講習」㈱大検 

研修会の実施「中小企業の海外展開の可能性」 

講師 甲南大学教授 M・R・シュレスタ氏 

IT 講習会・マナー講習会・技能講習会の実施 

＊海外情報委員会 

バンコク・シンガポールに視察団派遣（１７名） 

現地ジェトロ経済講演会など開催 

＊福利厚生委員会 

親睦ボウリング大会の実施 

場所：新三国アルゴ 参加：４４チーム１３２名 

日帰りグルメツアーの開催 

橋立温泉「ホテル北野屋」１１８名（バス３台） 

カーリース斡旋事業の開始 

＊会員交流委員会 

ゴルフクラブ四条畷でコンペ開催 

 

＊広報委員会 機関紙｢結｣１７号・１８号発行 

＊総務委員会 

理事会の定期開催、総会（ホテル日航大阪）、 

新年互礼会を大阪鋲螺卸商協同組合と共同開 

催（シテイプラザ大阪） 

＊ねじ産業未来開発 PRJ 

機械要素技術展（インデックス大阪開催）に大 

阪鋲螺卸商（協）、（社）日本ねじ工業協会と連 

盟でブースを出展 スタンプラリーなど実施 

＊資格制度委員会 

全国中小企業団体中央会の活路開拓助成金の

対象事業。基礎編・製造編の六角ボルトナット

のテキスト作成、活動成果報告書を作成配布 

＊JIS 規格検討協議会 [委員長 箕村理] 

六角ボルトナットの技術的検討を開始、定例協 

議会を開催し日本ねじ研究協会へ委員を派遣 

＊営業政策プロジェクト [委員長 後藤晴雄] 

会員対象の生産統計調査を開始 

＊会員数：正会員１３２社 賛助会員７１社 

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

1/15USエアウェイズがニューヨークハドソン川に不時着 4/24世界保健機

構（WHO）は新型インフルエンザ感染症を報告 6/25歌手マイケル・ジャク

ソンが死去 7/1家電普及促進のエコポイントがスタート 9/16民主党が第

一党に鳩山内閣発足  

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：４８９兆５８８５億円 

経済成長率（対前年比）０．９４%成長 日本の完全失業率：年平均５．１％ 

ねじ生産重量 ２２２万トン（対前年比３０．７％減） 

ねじ生産金額 ６，２８５億円（対前年比３０．０％減） 

年の漢字：新 新政権・行政刷新・新型インフルエンザと新薬・（新）裁判員制度 
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２０１０年（平成２２年） 

 

平成２２年は前年に始まったエコカー減税や家電エコポイントの政策が個人消費を刺激し、

自動車・家電業界を中心に緩やかな回復基調となりました。 しかし中小企業を中心とする

我がねじ業界は一時的な回復傾向とは逆に、大手メーカーが海外へ生産拠点を移すことで国

内需要の減少に歯止めの掛らない状況と言えました。 当組合では２０１４年の六角ボルト

ナットＪＩＳ改正に対し、２年を掛けて改正原案の方向性を見出し、また、ねじの技能検定

構築を目指した資格制度委員会は大阪府の助成金採択を受け仮称ねじハンドブックを完成し

講習会を実施するに至りました。これら２事業は当組合から発信し、社団法人日本ねじ工業

協会へと活動の場を移し全国展開致します。組合の主な事業概要は以下の通りです。 

 

＊研究開発委員会 [委員長 大場康弘] 

表面処理グループ定例会合の実施、ベトナムハ 

ノイ国際腐食防食技術会議 2010 に参加、｢ねじ 

の腐食寿命予測と試験方法｣北井敬人氏が発表 

＊人材開発委員会 

経営者向け講習会の実施「会社が成功する理 

由・倒産する理由」講師 八起会 野口誠一氏 

女子社員向け講習会の実施「できる女性のビジ 

ネスマナー」講師 古田由美  

IT 講習会・技能講習会の実施と近隣大学との 

情報交換を実施 

＊海外情報委員会 

メキシコへ視察団派遣（１１名）を実施 

フォルクスワーゲン社、モデロ社を視察 

＊福利厚生委員会 

親睦ボウリング大会の実施 

場所：桜橋ボウル 参加５２チーム１５６名 

日帰りグルメツアーの開催 

白浜［ホテルシーモア］１３１名（バス３台） 

 

＊会員交流委員会 ［委員長 今井敏雄］ 

ゴルフクラブ四条畷 / 万寿ゴルフクラブ開催 

＊広報委員会 機関紙「結」１９号・２０号発行 

＊総務委員会 

理事会の定期開催、総会（リーガロイヤルホテ 

ル）、新年互礼会（シテイプラザ大阪）を開催 

＊ねじ産業未来開発 PRJ ［委員長 中江良一］ 

（社）日本ねじ工業協会５０周年記念事業への 

支援協力（記念誌、エッセイコンテスト、フォ 

トコンテスト、記念フォーラム） 

＊資格制度委員会 

大阪府地場産業等活性化補助金の対象事業に 

採択、ねじハンドブックを活用した講習会・模 

擬試験の実施 

会場：大阪府商工会館 受講生：８５名 

＊特記：黄綬褒章受章者（H２２春 / 秋） 

金剛鋲螺株式会社 久保清一 氏 

紀州ファスナー工業株式会社 中江理廣 氏 

＊会員数：正会員１３１社 賛助会員７１社 

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

1/19日本航空が会社再生法の申請 2/12バンクーバー冬季五輪開幕  

4/14アイルランドの火山噴火でユーロ圏の空港閉鎖 6/13小惑星探査機は

やぶさの帰還 9/7尖閣諸島中国漁船衝突事件 11/13ミヤンマー民主化指

導者アウンサンスーチーが解放  

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：５１１兆３０１６億円 

経済成長率（対前年比）１．０４%成長 日本の完全失業率：年平均５．１％ 

ねじ生産重量 ２８６万トン（対前年比１．０９％） 

ねじ生産金額 ８，０８７億円（対前年比１．２９％） 

年の漢字：暑 記録的な猛暑・チリ鉱山暑い地中から生還・はやぶさ大気圏の暑さ耐え帰還 



                                  （第２章）１０年の歩み 
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２０１１年（平成２３年） 

 

平成２３年３月１１日東日本大震災発生。この震災は‘国難’に値する傷跡を日本に残しま

した。かけがえのない多くの命を奪われ、国民誰もが悲しみと痛みを感じたことと思います。 

産業界では東電管内の電力不足や原材料・部品の調達不善、自動車業界は生産停止に追い込

まれるなど未来永劫に語られる日本経済停滞の年となりました。 ねじ業界は出荷生産調整

を余儀なくされ、また産業界の復興に合わせて至急の供給要請など混乱の年となりました。

当組合では資格制度委員会、ねじ産業未来開発プロジェクト、ＪＩＳ規格検討協議会の３事

業が一定の成果をなし事業終焉となりました。組合創立から１０年の節目を迎え、次年度は

更に会員ニーズに応える新事業を開始します。組合の主な事業概要は以下の通りです。 

 

＊研究開発委員会 

表面処理グループ定例会合の実施、スガウェザ 

リング学術講演会で研究成果発表の実施 

＊人材開発委員会 

経営者向け講習会の実施｢税制改革をぶっ飛ば 

せ！｣講師 税理士 津守克洋氏 

女性社員向け講習会の実施｢できる女性のビジ 

ネスマナーその２｣講師 古田由美さん 

工場見学会「株式会社ダイフク滋賀工場」実施 

その他技能講習会を年６回の実施  

＊海外情報委員会 

スペインへ視察団派遣（９名）を実施 

マドリッドジェトロ講演会の実施 

＊福利厚生委員会 

親睦ボウリング大会の実施 

場所：桜橋ボウル 参加：５６チーム１６７名 

日帰りグルメツアーの開催 

天橋立温泉ホテル北野屋 １３２名（バス３台） 

＊広報委員会 機関紙「結」２１号・２２号発行 

 

＊会員交流委員会 

ゴルフクラブ四条畷 / 枚方カントリークラブ

でコンペを開催 

＊総務委員会 

理事会の定期開催、総会（ホテル日航大阪）、

新年互礼会を大阪鋲螺卸商（協）と共同開催 

（シテイプラザ大阪） 

＊ねじ産業未来開発 PRJ 

若手社員対象ワークショップの開催 

場所：シテイプラザ大阪 参加者２４名 

＊資格制度委員会 

日本ねじ工業協会と技能検定講習会を実施 

場所：天満研修センター 参加者１００名 

＊JIS 規格検討協議会 

日本ねじ研究協会「六角ボルトナット JIS 原案 

作成委員会」へ JIS 原案の創案提出 

＊IT 活用研究会 [委員長 川端康弘] 

組合 HP 更新作業を年６回実施 

＊会員数：正会員１３０社 賛助会員７０社 

世 界 と 日 本 

主 な 出 来 事 

2/22 ニュージーランド・クライストチャーチで地震 3/11東日本大震災発

生 3/12九州新幹線全線開業 4/29英国ウイリアム王子ケイトミドルトン

と挙式 7/17FIFAワールドカップでなでしこジャパンが優勝 7/24地上デ

ジタル放送へ全面移行 10/5アップル創業者フティーブ・ジョブズ死去  

日 本 全 体 と 

ねじ業界の概況 

日本の国内総生産：５０７兆４７８７億円 

経済成長率（対前年比）０．９９%成長 日本の完全失業率：年平均４．５％ 

ねじ生産重量 ２７６万トン（対前年比３．７％減） 

ねじ生産金額 ７，９７３億円（対前年比１．４％減） 

年の漢字：絆 東日本大震災、大規模災害から絆・国際社会の民主化運動で得た絆 



国家栄典受章者 
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◆ 平成１９年（秋） 旭日双光章 受章  

北井 正次 氏 （ケーエム精工株式会社） 

◆ 平成１９年（秋） 藍綬褒章 受章  

由良 豊一 氏 （嘉亀鋼業株式会社） 

◆ 平成２０年（秋） 藍綬褒章 受章  

田島 祥一 氏 （株式会社丸ヱム製作所） 

◆ 平成２１年（秋） 旭日双光章 受章  

中島田 正徳 氏 （株式会社中島田鉄工所） 

◆ 平成２２年（春） 黄綬褒章 受章  

久保 清一 氏 （金剛鋲螺株式会社） 

◆ 平成２２年（秋） 黄綬褒章 受章  

中江 理廣 氏 （紀州ファスナー工業株式会社） 

◆ 平成２４年（秋） 黄綬褒章 受章  

土沢 健一 氏 （株式会社ナツハラ） 

 


